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地
域
社
会
に
愛
さ
れ
る
シ
ル
パ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
ざ
し
、
ま
た

会
員
の
皆
様
の
就
業
な
ら
び
に
生

き
が
い
づ
く
り
の
活
動
の
拠
点
と

し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

配
布
班
リ
l
ダ
I

新
年
の

:

想
a
a
a

南

部

地
区

野

島

賣
488

（1
）
T
L
が
中
心
に
ワ
ー
ク
シ
I

ア
リ
ン
グ
を
念
頭
に
配
布
会
員
を
増

や
し
た
い
。

（2
）
私
自
身
、

「は
、

い
、
お
、
あ
、

し
、
す

」
を
心
掛
け
、
市
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
。

（3
）
皆
さ
ん
は
プ
ラ
イ
ド
を
以
つ

て
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す

。
今
後

と
も
、

安
全
第
一

、

健
康
に
気
を
付

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

北

部

地
区

渡
辺

健
次
3

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
頭
を
痛
め
て

お
り
ま
す
配
布
員
の
不
足
問
題
に
つ

い
て
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
解

決
策
を
見
つ
け
出
し
て
い
き
た
い
と

思
つ
て
い
ま
す

。
本
年
も
配
布
員
が

安
心
し
て
気
持
ち
良
く
働
け
る
環
境

作
り
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
つ
て
い
ま
す
。

中
部

地
区

守
谷

之
宏
E

現
在
人
材
セ
ン
夕
1
を
通
し
て
仕

事
に
励
む
者
と
し
て
、
当
面
の
課
題

と
し
て
真
に
人
財
と
し
て
貢
献
出
来

る
よ
う
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
す

。

山
紫
水
明
の
八
王
子
に
生
ま
れ
育
つ

た
も
の
と
し
て
、
今
迄
如
何
に
多
く

の
方
が
た
の
真
心
に
支
え
ら
れ
て
来

た
か
痛
感
す
る
時
に
、
受
け
た
恩
を

え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、

シ
ル
パ
1
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

書
、

準
の

要
ぃ
た
し
ま
す
。

a
事
務
周
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶

t
'

事
務
局
長

複
本

俊
也

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、-
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す

。

-

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行

し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し

て
信
頼
さ
れ
買
献
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
は
、

さ
ら
に

果
た
す
べ
く
一
便
命
一一貝
任
を
果
た
し
て

い
く
所
存
で
す
。

西

部

地
区

中

川

繁
3

産
基
の
配
布
に
伴
う
地
域
貢

献
の
も
う
一

つ
の
役
割
が
一一一一一一齢

:

者
一一一一一一一

の
見
守
り
活
動
で
す
が
異
常
事
態
な

の
か
否
か
、

状
況
の
巴
一u--一が
困
難
で

あ
る
の
が
実
情
で
す
。
今
後
は
地
域

の
民
生
委
員
に
ぁ
た
る
等
、
後
者
の

役
割
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
部

地
区

森

越

勝
W

リ
ー
ダ
ー
と
メ
ン
パ
ー
や
事
務
局

と
の
関
係
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

（
目
的
、
目
標
達
成
）
を
果
た
す
た

め
相
互
の
合
意
形
成
の
工
夫
や
知
恵

が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す

。
よ
っ

て
今
年
も
皆
様
と
合
意
形
成
に
努
力

し
な
が
ら
成
果
に
繁
が
る
よ
う
活
動

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

e
X

、
-
新
年
の
ご
挨
拶
'

・

．、．r

．

名
誉
会
長
・
八
王
子
市
長

石
森

孝
志

八
王
子
市
シ
ル
バ
I
入
材
セ
ン

の
よ
う
な
中
、
シ
ル
パ
1
人
材
セ
ン

タ
1
会
員
の
皆
様

新
年
あ
け
ま
し

タ
I
に
は
、
就
業
機
会
の
提
供
や
、

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会
提
供
す

も
市
内
各
所
で
皆
様
方
の
一
兀

気
な
お

る
こ
と
で
、

会
員
の
皆
様
の
「生
き

姿
を
拝
見
し
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま

が
い
づ
く
り
」
も
担
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
す
ま
す
お
一
兀

気
で
明
る
い
毎

す
。
今
後
と
も
市
は
、

シ
ル
バ
ー
人

日
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念

材
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
各
関
係
機
関

申
し
上
げ
ま
す
。

と
連
携
し
、
地
域
で
の
社
会
貢
献
活

さ
て
、
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く

動
、

生
き
が
い
活
動
を
推
進
し
、
高

中
、
一
人
ひ
と
り
が
一
兀

気
で
い
き
い

齢
者
の
皆
様
が
思
う
存
分
そ
れ
ぞ
れ

き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
こ

の
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
の
創
出
に

れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

知
識
・
経
験
・

意
欲
な
ど
を
活
用
し
、

ま
た
、
本
市
は
い
よ
い
よ
、
4
月

直
i

-
-

a
-

a
者
一一n一活
躍
で
き
る
機
会
の
確
保

1
日
か
ら
東
京
都
初
の
中
核
市
と

が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

な
り
ま
す
。
中
核
市
移
行
に
伴
い
、

東
京
都
か
ら
福
祉
、
環
境
、

都
市
計

画
、
景
観
行
政
な
ど
様
々
な
分
野
の

事
務
権
限
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
柔
軟
な
醒
K

を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
展
開
し
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

。

中
核
需
震
rJ
を
き
っ
か
け
に
、
多
摩

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
と
し
て
、

一

層

「活
力
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

。

結
び
に
、
会
員
の

意
の
よ
り
一

層
の
ご
、

要
期
待
す
る
と
と
も
に
、

八
王
， :

・

一r
］シ
ル
パ
1
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈

念
申
し
あ
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

平成27年元旦
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平成27年1月1日

ワ
ー
ク
シ
I

ア
リ
ン
グ
事
業
検
討

委
員
会

（
業
務
委
員
会
）
は
総
務
委

員
会
と
協
賛
し
て
、
会
員
間
の
公
平

性
を
目
的
と
し
た

「分
か
ち
合
い
就

業
」
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成

25

年
度
よ
り
今
日
ま
で
、

一

定
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
一n
l一・美
の
議
論
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
理
事
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
る
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
、

特
定

職
場
の

「就
業
年
限
短
縮
」
「職
場

の
就
業
人
数
枠
拡
大
」
の
二
つ
の

事
業
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
の
確
定
事
業
に
よ
り
、

未
就

「や
さ
し
さ
と
思
い
や
り

」事
業

ヮ
ー
ク
シ
H

ア
リ
ン
グ
の
現
状

業
会
員
皆
様
の
就
業
機

^
-

一一、が
創
出
で

き
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
就
業
率

ア
ッ
プ
に
一
素
が
る
と
考
え
ま
す
。

一

方
で
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
対
す
る
発
注
者
の
理
解
を
得
る
た

め
の
対
策
が
内
部
で
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
I

ア
リ
ン
グ
事
業

に
よ
っ
て
、
「職
場
の
喪
失
」
が
な

い
よ
う
、
職
場
の
組
織
的
リ
ス
ク
を

含
め
、
長
期
的
か
つ
柔
軟
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す

。

会
員
の
M
-一一一一一一一こお
か
れ
ま
し
て
は
、

セ
ン
タ
ー
の
理
念
で
あ
る

「自
主
・

自
立
」
「共
働
・

共
助
」
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、

よ
り
一

層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す

。

二つの確定事業と継続的対策

̃会員間の公平性を目的としたｫ

確定事1it:»

分かち合い就業の実現̃

l 特定職場の就業fに開縮 (5年=:'3年)
( l ) 3年として適用、平成26年度就業分から

導入

(25年度以前の就業は暫定年限を設定)

2.特定開の就業人数神,ll広大 
( 1 ) 適正就業、概ね「週 ・ 20時間」 「月 ・ l 0
目」 を基準、 大幅に基準を超過した職場が
増員対象

平成2 7年度就業分から導入ｫ

継続的対策» ・

l . ワー クシェアリング事業に対する発注者の
理解を得るための対策

( l )

( 2 )

( 3 )

組織的リスク職場の地道な訪問

各職場の就業マニュアルの推進
複数年限満了者及びリーダーへの配慮

※会員の皆様には、 研修会、諸会議、 広報紙な

どを通して情報提供や周知をしてまいります。

「お詫び」

理事会の記事 (平成26年度1回̃ 1 2回)  は 「生きが
い八王子 1 平成27年5月号に掲載致します。

い八王 ( 2 )

シ
ル
パ
1
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
大
会

遠
藤
英
四
・
当
セ
ン
タ
1
会
員

が
最
優
秀
賞
を
受
賞

-

0
安
全
管
理
委

量
員
長
〇

-
）一-
．

内
山

董
早（7
，
o

平
成
26
年
9
月
30
日
、
東
京
都
58

セ
，ン
タ
ー
が
一

堂
に
集
ま
り
、

東
京

し
ご
と
財
団
に
よ
る
安
全
大
会
が
ぁ

り
ま
し
た
。
安
全
就
業
標
語
の
表
彰

式
で
は
、

「転
倒
事
故
防
止
」
の

テ
ー
マ
で
、

当
セ
，ン
タ
1
遠
藤
英

四
会
員
の
標
語

「気
を
つ
け
よ
う

段
差
・

ス
リ
ッ
プ
・

急
ぎ
足
」
が
最

優
秀
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
初
め
て
の
快
挙

だ
そ
う
で
す
。

そ
の
あ
と
、
安
全
就
業
に
関
す
る

事
例
発
表
が
二
つ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら

あ
り
休
憩
を
は
さ
み

「一一回一一S者
の
就

業
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
（人

安全大会表彰式での記念写真(前列、左から3人目
が遠藤英四会員)

為
的
過
誤
や
失
敗
・

ミ
ス
）」
に
つ

い
て
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25

整
事
故
の
型
別

で
み
る
と
、

「転
倒
・

転
落

」
が
半

数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す

。
当
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
こ
の
型
の
事
故
が

多
く
、

こ
の
事
故
へ
の
注
意
喚
起
を

し
て
ゆ
き
ま
す
。

就
業
開
拓
活
動
に
お
け
る
こ
の
1

年
間
の
顧
客
訪
問
は
延
べ
、
1
'
l

0
0
回
、

7
7
1
件
、
そ
の
中
で
実

際
に
就
業
の
契
約
に
至
つ
た
件
数
は

89
件
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

景
気
動
向
と
し
て
は
若

:

:

二
向
き

傾
向
と
言
わ
れ
る
中
で
、

以
前
よ
り

は
就
業
依
頼
の
引
合
需
要
は
増
加
の

方
向
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
会
員
皆

様
の
希
望
職
種
に
合
致
し
た
就
業
条

件
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
獲
得
す
る
こ
と

の
困
難
な
状
況
は
変
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
年
の
初
め
の
初
夢
と
し
て
、
'

就

業
率
1
0
0
%
・
を
掲
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一

つ
の
提
案
で

就
業
開
拓
活
動
で
思
う
こ
と

あ
り
ま
す
が
、未
就
業
会
員
皆
様
の

希
望
職
種
の
幅
を
も
う
一

つ
広
げ
て

頂
き
、

技
能
向
上
研
修
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す

。
お
客

様
か
ら
需
要
の
多
い
除
草
、
清
掃
、

家
事
援
助
職
種
へ
の
希
望
追
加
登
録

や
表
装
、

筆
耕
等
の
技
能
職
種
へ
の

挑
戦
は
大
歓
迎
で
す

。
お
客
様
か

ら
頂
い
た
折
角
の
受
注
機
会
を
逃
す

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
身
と
も
に
健
康
を
保
ち
、

全

員
が
一
兀

気
に
働
き
、
技
術
、
技
能

の
研
讚
を
通
し
て
作
業
の
質
を
高

め
、
お
客
様
の
信
頼
を
得
て
、
社

会
に
貢
献
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
良
い

か
。
実
現
を
願
つ
て
い
ま
す

。

会
員
皆
様
の
就
業
率
の
維
持
向

上
を
目
指
し
今
後
も
継
続
的
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご

協
力
ご
一一一一一正を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

。
，

就
業
機
会
拡
大
に
向
け
た
活
動

セ
ン
タ
ー
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
I

ア

リ
ン
グ
事
業
の
一

方
で
就
業
拡
大
に

向
け
た
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
は
事
業

重
点
項
目

「就
業
機
会
の
拡
大

」「就

業
開
要導
置
貝

の
就
業
開
拓
の
拡
大
」

で
、
既
存
の
就
業
開
拓
活
動
の
強
化

を
さ
ら
に
u
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

一一平
成
26
年
度
、

就
業
開
拓
・

就
業

機
会
拡
大
の
一一一 :
-
-一動
）

〇
就
業
開
拓
専
門
員
の
就
業
開
拓

活
動
2
名
体
制
で
、

市
内
全
域
の
企

業
、

施
設
、

学
校
な
ど
訪
問
、

成
約
に
向
け
た
活
動

〇
一

般
会
員
の
就
業
開
拓
員
、

就
業
開

種
言
に
よ
る
就
業

拡
大
活
動

年
・

1
回

リ
ピ
ー
タ
1
確
保
、

就業開拓推進員による就業拡大活動
雨にも負けず頑張りました

就
業
拡
大
に
向
け
た
発
注
者
訪

問最
報
委
員
会
の
就
業
拡
大
活
動

イ
ベ
ン
ト
（
生
き
が
い
パ
ネ
ル

展
、

技
能
祭
、
い
ち
ょ
う
祭
り

な
ど
）
を
通
し
て
、
チ
ラ
シ
配

布
、
仕
事
の
発
注
相
談
な
ど
就

業
拡
大
に
向
け
た
活
動

（-

） i一一一種
班
の
就
業
拡
大
活
動

一

部
の
職
種
班
は
イ
ベ
ン
ト
や

各
家
庭
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

就
業
拡
大
に
向
け
た
活
動



い八王 平成27年1月1日

就業希望会員募集 ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
ご
満
悦

Qf一一．
宮
本

春
夫

M

・
（

昨
年
の
10
月
a
日
、

市
施
設
環

境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
川
口
事
務

所
の
除
草
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

一

昨
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り
幸
い
に

も
天
候
に
恵
ま
れ
心
地
良
い
日
差
し

の
中
、
同
じ
会
員
で
あ
り
な
が
ら
日

頃
お
話
し
を
し
た
こ
と
も
な
い
方
々

18
名
で
力
を
合
わ
せ
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
作
業
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

特
に
先
輩
方
が
て
き
ば
き
と
要
領

良
く
作
業
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、

一

兀

気
で
働
け
る
有
り
難
さ
を
痛
感

し
、
私
も
先
輩
方
の
年
ま
で
一頑
張

N 0 受注件名 就業先 人員

<民間 >

1 駐車場管理及び整理 旭町 3
2 陵商公園運動施設夜間管理業務補助委託 長房町 1

3

4
北野公園野球場窓口受付業務 北野町 3

栃谷戸公園管理業務 みなみ野 1

5

-6
7

8

9

10

片倉城址公園及び片倉つどいの森公園管理業務 片倉町 1

乗合パス添乗調査 市内一円 2

-i-北側駐輪場整理及び構内環境美化作業 鑓水

構内環境整備 石川町 5

学生交流会館管理 館可 2

2学生駐輪場整理 - 清掃及び駐車 ・ 駐輪マナーの指導 館町
11

12

第一学生駐車場の管理と清掃 館町 2

グラウンド整備 館可 1

< 公 共 >

13

-i4-
-i5-

職員会館管理委託 元本郷町 2

来庁合駐車場管理業務委託 元本郷町 1

市霊園除草消手需等管理委託(緑可話園) 緑可 1

16

17

-i8

市霊国除草清掃等管理委託 (商多庫都市盡国) 南大沢 1

-i-市霊園施設管理等委託(緑町霊国) 緑町

横山事務所外6事務所日直委託 (横山) 並木町 2

19 横山事務所外6事務所日直委託 (館) 館町 1

20

21-

22

横山事務所外6事務所目直委託 (元八) 元八王子町 2

横山事務所外6事務所目直委託 (川口) 川口町 2

横山事務所外6事務所日直委託 (北野) 北野町 2

23 横山事務所外6事務所日直委託 (由井) 片倉町 2

24

25-

26-

-27

28-

横山事務所外6事務所日直委託 (石川1 石川可 2

喫理マナ一推進業務及び清掃業務委託 (八王子駅) 旭町 7

喫想マナ一推進業務及び消掃業務委託(西八王子駅) 千人可 1

喫煙マナ一推進業務及び清掃業務委託(南大沢駅) 南大沢 1

交通公進国業務委託 (浦川交通進園) 消川叮 1

29

30

一3i-
-32
33-

34-

補修センタ一受付及び管理業務委託 中野上町 3

学校施設開放時等管理業務委託 (緑力1丘小) 寺田町 1

学校施設開放時等管理業務委託(加住小) 加住町 1

学校施設開放時等管理業務委託 (南大沢中) 南大沢 1

学校施設開放時等管理業務委託 (別所中) 別所 1

学校施設開放時等管理その他業務委託 (小宮小) 小宮町 1

35 学校施設開放時等管理その他業務委託 (上川口小) 上川町 1

36

-37

38

学校施設開放時等管理その他業務委託 (鹿島小) 鹿島 1

学校施設開放時等管理その他業務委託 (川口中) 川口町 2

学校施設開放時等管理その他業務委託 (由井中) 片倉可

2'

39

40

学校施設開放時等管理その他業務委託 (打越中) 打越町 2

校含開閉等業務委託(緑が丘小) 寺田町 1

41

42

校合開閉等業務委託(加住小) 加住町 1

校合開閉等業務委託(第一中) 石川町 1

43 校含開閉等業務委託 (第三中) 子安町 1

44 校合開閉等業務委託 (們田中) 們田町 2

45

46

-47

校合開開等業務委託 (南大沢中) 南大沢 2

校合開閉等業務委託 (別所中) 別所 1

放課後子ども教室安全管理業務委託 (第二小) 八木町 1

48

49-

50

.放課後子ども教室安全管理業務委託 (字津木台小) 字津木町 3

放課後子ども教室安全管理業務委託 (横山第一小) 館町 2

放課後子ども教室安全管理業務委託 (緑が丘小) 寺田町 3

51 放課後子ども教室安全管理業務委託 (城山小) 元八王子町 1

52 放課後子ども教室安全管理業務委託 (弐分方小) 弐分方町 1

53 放課後子ども教室安全管理業務委託 (描原小) 楢原町 1

54 放課後子ども教室安全管理業務委託 (加住小) 加住可 1

55 放課後子ども教室安全管理業務委託 (みなみ野君田小) みなみ野 1

56

57

58-

放課後子ども教室安全管理業務委託 (七国小) -l:;一国 2

放課後子ども教室安全管理業務委託 (南大沢小) 南大沢 1

生 -涯学習センタ ー ビル館周囲自転車等整理業務 東町 1

59 絹の道資料館管理等業務委託 鍵水 1

60

61-

川口やまゅり館目常清掃委託 川口町

台町

2

市民球場管理合等清掃委託 1

62 滝が原連動場外8件窓口受付業務委託 (滝が原運動場) 高月町 1

63 1電が原連動場外8件窓口受付業務委託 (川町連動場) 川町 1

64

65

淹が原連動場外8件窓口受付業務委託 (相田運動場) 們田可 1

1滝が原連動場外8件窓口受付業務委託 (富士森テニス) 台町

66 都立多摩職業能力センタ一八王子校日常用務等委託 緑町 1

特定職場の就業期間満了に伴い、 平成27年4 月より上記の就業場所について就業希望者を募

ります,受付後日、説明会・面接を実施し、業務委員会による選考を経て就業者を決定しま

す,また、平成 26年度中に業務が終了する場合もありますので、ご了解ください,,
【申込用紙配布】 平成27年1月1 3日 (火 ) ̃ 3 0日 (金 ) 一事務局受付にてお渡し致します,
【 申 込 締 切 】  平成27年1月1l0日 (金 )

川口事務所での植木的定後のトラック積
み込み作業の様子

ろ
う
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

現
場
で
は
「気
力
・

や
る
気
・

勇
気
」

を
分
け
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ル
バ
1
会五
員
の

n

程
が
力
を
合
わ
せ
地
域
に
貢
献
し

て
い
る
姿
は
何
よ
り
も
の
お
一一一
．一
^一に

な
る
と
思
い
次
回
も
こ
の
よ
う
な
機

会
が
ぁ
っ
た
ら
是
非
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

お
一
票
り
の
一
野R
国
気
で

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

e
西
山

康
雄

e（9

昨
年
の
11
月
15
日
、

い
ち
ょ
う

祭
り
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で
2

回
目
の
参
加
で
し
た
が
天
気
も
良

く
、
丁
度
良
い
紅
葉
の
中
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
の
仲
間
と
清
掃
活
動

を
し
ま
し
た
。
私
は
お
祭
り
が
大
好

き
で
関
東
近
隣
に
は
よ
く
出
か
け
ま

す
が
、
い
ち
ょ
う
祭
り
に
来
場
さ
れ

る
市
民
の
方
は
マ
ナ
ー
が
良
く
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
も
大
変
少
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
会
員
の
方
と
清
掃
活
動

を
し
な
が
ら
就
業
先
の
相
談
や
悩

み
事
、

い
ち
ょ
う
祭
り
の
話
、
イ
べ

爪楊技一本のゴミも見逃さなぃ、当センター
会員のみなさま(右端が筆者)

ン
ト
会
場
等
を
見
学
し
な
が
ら
時
間

の
経
つ
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
自
宅
に
は

寝
に
帰
る
だ
け
の
生
活
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
貢
献
を
し
て
い
き

た
い
、
会
員
の
方
と
も
っ
と
親
睦
を

図
つ
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
つ
て
い

い
ち
ょ
う
票
り
で広
報
活
動

1 i

）

-

-

-

，）土
田

白
子
田

昨
年
の
11
月
15
日
～
l1
月
16
日
の

2
日
問
、
八
王
子
い
ち
ょ
う
祭
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
就

業
拡
大
と
S
C
知
名
度
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
た
広
報
啓
発
活
動
の
一

員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
「入
会
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
?
」
や

「シ
ル
パ
I
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し

市民の皆さまに、やさしく・丁寧に説明する女

性会員

ま
す
が

意
も

『
お
お
る
り
』

の
い

ち
ょ
う
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
欄

を
見
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
、

き
っ
と
良
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

て
い
る
の
?
」
の
質
問
に
丁
寧
に
説

明
し
な
が
ら
2
日
間
で
約
6
0
0
名

の
方
々
に
チ
ラ
シ
、
グ
ッ
ズ
、
ロ
ゴ

入
り
タ
オ
ル
、
幼
児
向
け
風
船
を
配

布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
楽
し
く
お
手
伝
い
が
で

き
て
と
て
も
良
い
体
験
に
な
り
ま
し

た
。



タテの力ギ

1.フェニツクス,往年のスターが〇〇〇〇〇のごとくよみがえる。
2.分かち合い就業の11:と。一般的には動労者同士で雇用を分け合うこと,
3.ぼらの幼魚。
4.顔かたちの美しい女性,美女。 〇〇〇薄命,,
5.腰のうしろ下の部分。 〇〇に敷く。
7.木や鉄で作つたこま,ばいごま。懷かしい遊び。
9.およそ,ほぼ,だいたい,〇〇100人
11.すすをにかわで練り、香料などを入れて国めたもの。書き初めの必需品,
13.その場の者がみないっせい立ち上がること, 満場〇〇〇〇,,
14.ひとり立ち。シルバーセンターの理念の一つ「自主 ・〇〇〇」。
16.歌手の〇〇〇ひろし。小説家、随筆家の〇〇〇寛之,,
17.相手を重んじ、控えめのさま,〇〇〇〇な態度。
19.事故がまったくないこと。「おおるり11月号」に答えが載つています,,
20.目本国有の民衆演劇, 〇〇〇役者。
21.書物の内容の見出しを書かれてある順に並ぺ記したもの。
22.亀とともに長寿の象徴 -吉祥の鳥。 〇〇の一声,,
24 .用いる,使う。 〇〇法。 〇〇途。使〇〇。
25.山梨県のl日国名。

一
国

一量に
魅
せ
ら
れ
て

a
）

．

-

．

-

1
・

．

木
野

隆
弘
解

一．・．

（

五
十
四
歳
か
ら
趣
味
と
し
て
始
め

た
陶
芸
、
七
十
歳
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
終
え
た
現
在
は

陶
芸
中
心

の
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、

活
報
'ビ
ル
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
個
展
を
開
催
後
、
現
在
私

が
所
属
す
る

「多
摩
陶
友
会

」
（プ

ロ
と
セ
ミ
プ
ロ
の
集
団
で
す
。）

「第

三
十
四
回
多
摩
陶
友
会
展

」
を
立
川

昭
和
記
念
公
一園
一内
一ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

一

週
間
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
作
品
は
薪
窯
、
染
付
、

炭
化

焼
、
透
か
し
，彫
り
作
品
と
多
彩
で
す

が
、
特
に
力
を
入
れ
て
来
た

「木
葉

天
目
」
の
作
品
は
自
然
の
木
葉
を
器

に
焼
き
付
け
る
手
法
で
、
高
度
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
で
す

。
木
葉
を
器

に
焼
き
付
け
る
た
め
の
土
選
び
、
油

薬
の
開
発
、
成
形
技
術
、
焼
成
温
度

の
研
究
と
気
が
付
い
た
ら
約
十
五
年

の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
器

に
木
葉
の
焼
付
け
に
成
功
、

そ
の
後

木
葉
と
枝
の
焼
付
け
に
成
功
し
、
今

年
初
め
て

空
り
の
雰
囲
気
に
似
た
、

黄
金
色
に
発
色
し
た
木
葉
の
焼
付
け

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
黄
金
色
の

発
行
は
現
在
日
本
で
は
私
だ
け
と
自

負
し
て
い
ま
す

。
よ
く
知
ら
れ
る
青

磁
、
結
晶
等
に
し
て
も
陶
芸
家
は
本

格
的
に
挑
戦
し
ま
す
と
何
年
も
の
歳

自作の開芸品の数々、特に「木葉
天目」の作品は、自慢の一品

月
を
費
や
し
、
そ
の
間
惡
戦
苦
闘

の
日
々
と
な
り
ま
す
。

普
段
は
野
の
花
等
を
絵
付
け
し
、

そ
の
器
に
料
理
を
盛
り
、

木
葉
天
目

の
杯
で
一

杯
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、

日
々
の
健
康
に
感
謝
し
、

そ
の
工

ネ
ル
ギ
ー
と
情
熱
を
作
品
作
り
に

注
ぎ
、
奮
闘
す
る
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

SCク口スワー l、
クロスが解けたらÃEをつないでね答え【
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l0
月
17
日
～
10
月
28
日
の
8
日

間
、

市
役
所

春
舎
1
階
ホ
ー
ル
で

「生
き
が
い
パ
ネ
ル
展

2
0
1
4
」

（旧
セ
ン
タ
1
祭
り
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
16
日
午
後
に
広
報
委
員

6
名
・

事
務
局
職
員
3
名
で
準
備
。

パ
ネ
ル
の
設
置
と
来
場
者
へ
の
説
明

用
に
机
を
2
脚
用
意

。パ
ネ
ル
は
①

S
C
の
説
明
（
4
枚
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

（3
枚

）
就
業
活
動
（15
枚
）

の
全
部
で
22
枚
で
す
。
パ
ネ
ル
用
の

展
示
ボ
ー
ド
に
、

バ
ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
設
置
し
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
と
黄

色
の
造
花
を
飾
る
と
、
一

段
と
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
机
に
は
説
明

用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
贈
呈
用
に

き
さ
ら
ぎ
班
提
供
の
グ
ッ
ズ
も
用

市民の皆さまのパネル観覧、SCに興味津々

高尾山の春にl1美く花
を絵手紙にしてみまし
た

a一．一 :

-

P

-

'

西
山

正
子
前

一一一一一一

（

山
暦
30
年
位
に
な
り
ま
す
が
、
地

理
的
に
も
近
い
我
家
な
の
に
最
初
は

低
い
山
は
'

あ
と
あ
と
“

等
と
思
つ

一一 :一一一0一
園
部

正
範

E

地
道
な
活
動
で
宣
伝
効
果
期
待

意
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
広
報
委
員
と
事
務
局
職

員
各
1
名
で
、
来
場
者
へ
の
対
応
を

し
ま
し
た
。
来
場
し
た
人
は
5
3
2

人
で
、

込
み
合
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
地
道
な

活
動
が
他
の
宣
伝
活
動
と
共
に
な
っ

て
じ
わ
っ
と
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す

。
関
係
者
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

私
が
将
棋
道
場
へ
い
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
40
歳
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
30
数
年
の
歳

月
が
流
れ
た
が
、
今
で
も
休
日
に
は

道
場
へ
い
っ
て
将
棋
を
指
し
て
い

る
。
そ
れ
は
一一一一」 :一，-一一が
楽
し
い
遊
び
で

あ
り
、

人
生
に
活
力
を
与
え
て
く
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

一
「項の
楽
し
さ
は
何
と
い
っ
て
も

「勝
つ
事
」
に
あ
る
。
負
け
た
時
は

悔
し
く
惨
め
な
思
い
に
襲
わ
れ
る
が
、

そ
の一一日
）一一ナ・一一一一一振
り
か
え
り
な
が
ら
、

悪
か
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
、
そ
こ
を

改
善
し
て
ま
た
挑
ん
で
み
る
。
そ
れ

で
勝
つ
と
、

そ
れ
ま
で
よ
り
も
何
倍

も
嬉
し
い
。
私
は
こ
れ
を
繰
り
返
し

て
30
数
年
間
過
ぎ
、
お
陰
さ
ま
で

高
尾
山
に
魅
せ
ら
れ
て

て
い
ま
し
た
。
ア
ッ

と
い
う
間
に
年

月
が

経
つ
て
最
近
は
高
尾

山
一語
で
=
:

四
季
を
通

し
て
あ
き
な
い
高
尾

山
に
訓
練
を
兼
ね
て

登
れ
ご
満
悦
で
す
。

加
藤

:t日
認
(9780)

私
と
将
一預

ア
マ
4
段
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

人
間
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
向
上

心
が
な
く
な
っ
た
ら
駄
目
だ
と
思

う
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

上
手
く

な
ろ
う
、
強
く
な
ろ
う
と
思
う
こ
と

が
大
切
で
、そ
れ
が
人
生
に
活
力
を

与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
4n

が
す
る
。

将棋道場での仲間のみなさん、
いざ勝負l

平成27年1月1日 い

ヨコのカギ
1.目隠しをして、輪部を描いた紙の上に目、鼻、口などをおく正月の遊び,
4.うまい酒。勝利の〇〇〇に酔う,,
6.なべの底の外側で、火のあたる部分。
8.身につけている衣服。 〇〇〇〇を取る。
10.コ'ルフで、後半の九ホール,  〇〇⇔0UT,,
12.おさえ止めること。〇〇〇力。
13.意見や物事がくぃちがうこと
14.派手でなく目立たないさま。 〇〇o派手,,
15.恵方にあナこる神社・寺院に参拝し、その年の福を祈ること。
17.世話や配慮 、気配り、手入れメンテナンスをすること。在宅〇〇,,
18.ッツジ科の常緑、または落葉低木。春から夏にかけ花を開く。
20.ブリキ製の容器,〇〇詰,石油〇〇,,
21.餅をつくこと。また、その人。 正月に食べるのが楽しみ。
23.舞と楽曲。舞 ・踊り -ダンスなどに用いる楽曲。
25.地球の表面にそう空気の流動。
26.共に助けあう。シルバーセンターの理念の一つ「共働 -〇〇〇〇」。
27.町のなかの道路,〇〇〇樹.


